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京
都
・長
岡
宮

・
京
跡

所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
寺
戸
町
初
田

・
上
植
野
町
持
丸

調
査
期
間
　
　
長
岡
宮
北
辺
官
行

（北
部
）

一
九
八
七
年
（昭
６２
）
一
〇
月

を

一
二
月
、
左
京
四
条
二
坊
八
町
　
一
九
八
七
年
四
月
ぞ

‘

五
月

発
掘
機
関
　
　
向
日
市
教
育
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
一

調
査
担
当
者
　
一秋
山
浩
三

・
渡
辺
　
博

遺
跡
の
種
類
　
官
殿

。
官
衝
跡
、
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
末

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八
七
年
度
に
、
長
岡
宮

。
京
跡
で
木
簡
が
出
土
し
た
調
査
は
、
宮
跡

一

件
、
京
跡

一
件
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
向
日
市
教
育
委
員
会
が
調
査
を
担
当
し
た
。

一　
長
岡
宮
北
辺
官
衡

（北
部
）
（宮
第
二
〇
〇
次
調
査
７
Ａ
Ｎ
６
Ｊ
地
区
）

調
査
地
は
、
宮
の
北
端
中
央
に
位
置
し
、
北
京
極
大
路
の
南
約
三
〇
ｍ
、
朝

堂
院
中
軸
線
の
東
約

一
二
ｍ
に
あ
た
る
。
調
査
の
結
果
、
北
辺
官
行
の
具
体
相

を
賜
ら
か
に
す
る
以
下
の
遺
構
等
が
み
ら
れ
た
。
朝
堂
院
中
軸
線
上
を
通
る
官

内
南
北
道
路
の
東
辺
施
設
と
考
え
ら
れ
る
築
地
（東
西
添
柱
列
間
一
二
冨
）
と
そ

の
東
西
雨
落
濤

（西
雨
落
濤
は
南
北
道
路
の
東
側
濤
を
か
ね
る
）
を
検
出
し
た
。
朝

堂
院
中
軸
線
で
折
り
返
す
と
、
築
地
心
左
間
で
三

一
・
Ｏ
ｍ
を
測
る
道
路
に
復

原
で
き
る
。
築
地
の
途
中
、
そ
れ
よ
り
や
や
奥
ま
っ
た
箇
所
に
、
門
と
考
え
ら

れ
る
礎
石
建
物
Ｓ
ュ
二
〇
〇
〇
〇
（桁
行
一
間
×
梁
間
二
間
の
南
北
棟
）
が
、
地
業

の
後
に
構
築
さ
れ
る
。
確
認
で
き
た
限
り
で
は
、
門
の
東

。
南

・
北
側
に
護
岸

を
施
し
た
濤
が
め
ぐ
る
。
東
西
濤
は
、
築
地
下
で
石
組
濤
と
な
る
。
門
に
東
接

す
る
南
北
濤
で
は
、
東
側
官
衛
域
か
ら
門
に
通
じ
る
橋

（
一
間
×
八
間
）
が
架
け

ら
れ
る
。
門
や
橋
は
、
予
想
さ
れ
る
官
衝
区
画
の
南
北
中
央
に
位
置
す
る
点
か

ら
、
門
が
付
設
さ
れ
た
官
衝
は
少
な
く
と
も
南
北

一
町
分
を
占
有
し
て
い
る
と

推
定
で
き
る
。
な
お
、
同
官
衛
区
画
内
で
は
、
官
第

一
六

一
次
調
査
に
お
い
て

礎
石
建
物
ｓ
Ｂ
一
六

一
〇
〇
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

木
簡
は
、
計
四
点
出
上
し
た
。
三
点
は
、
門
Ｓ
Ｂ
二
〇
〇
〇
〇
に
東
接
す
る

南
北
濤
ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
五
の
南
端
部

（門
周
辺
）、
う
ち

一
点
は
同
濤
に
架
か
る

橋
ｓ
ｘ
二
〇
〇

一
〇
の
部
分
か
ら
、
の
こ
る

一
点
は
、
遺
構
造
設
直
前
に
堆
積

(京都西南部)



し
た
整
地
層
的
性
格
を
も
つ
長
岡
京
期
包
含
層
Ｂ
か
ら
出
土
し
た
。

共
伴
遺
物
に
は
、
前
者
に
木
器

（人
形
ほ
か
）
・
瓦

・
土
師
器

。
須
恵
器
等
が
、

後
者
に
木
器

（下
駄
ほ
か
）
・
土
師
器

・
須
恵
器

・
製
塩
土
器
等
が
あ
る
。
他
に
、

門
に
南
接
す
る
東
西
濤
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇

一
二
か
ら
は
、
「家
」
と
記
し
た
墨
書
土

器

（土
師
器
杯
Ａ
）、
ミ
ニ
チ
ェ
ア
鍋
形
土
製
品
三
点
の
出
土
を
み
た
。

一
一　
左
京
四
条
二
坊
八
町

（左
京
第
一
七
一
次
調
査
７
Ａ
Ｎ
Ｆ
Ｍ
Ｒ
地
区
）

本
調
査
地
は
、
標
高

一
四
ｍ
前
後
を
測
る
桂
川
の
氾
濫
原
上
に
位
置
す
る
。

九
〇
∬
を
調
査
し
、
検
出
し
た
長
岡
京
期
の
主
な
遺
構
は
、
三
条
大
路
南
側
濤

Ｓ
Ｄ
一
七

一
〇
三
、
三
条
大
路
南
側
濤
に
平
行
す
る
町
内
濤
ｓ
Ｄ
一
七

一
〇
六
、

同
濤
内
の
し
が
ら
み
Ｓ
Ｘ
一
七

一
〇
七
、
三
条
大
路
南
側
濤
を
切
る
土
羨
Ｓ
Ｋ

一
七

一
〇
二
、
他
に
東
西
濤

一
条
、
南
北
濤

一
条
で
あ
る
。

木
簡
は
、
し
が
ら
み
Ｓ
Ｘ
一
七

一
〇
七
か
ら

一
点
、
土
城
Ｓ
Ｋ
一
七

一
〇
二

か
ら

一
点
、
計
二
点
出
土
し
た
。

し
が
ら
み
Ｓ
Ｘ
一
七

一
〇
七
は
、
町
内
濤
Ｓ
Ｄ
一
七

一
〇
六

（幅
○
・六
！
一
・

〇
五
ｍ
、
深
さ
〇
二
一言
前
後
）内
第
二
層
上
面
で
検
出
し
た
幅
〇

・
三
五
を
○

・

六
ｍ
、
厚
さ
○

・
〇
二
ｍ
前
後
を
測
る
東
西
方
向
の
遺
構
で
、
直
径
五
を

一
〇

伽
の
杭
を
不
規
則
に
打
ち
、
杭
の
南
側
に
直
径

一
伽
位
の
枝
状
の
自
然
木
を
敷

く
。
伴
出
遺
物
に
は
、
自
然
木
の
間
か
ら
出
上
し
た
、
人
形

・
櫛

・
箸
等
の
木

製
品
が
あ
る
。
長
方
形
に
薄
く
調
整
し
た
木
製
品
二
点
も
伴
出
し
た
が
、
赤
外

線
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
も
墨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。
他
に
し
が
ら
み
か
ら
、
日
縁

部
ニ
カ
所
に

「十
」
と
記
し
た
塁
書
土
器

（須
恵
器
杯
Ａ
）

一
点
が
出
土
し
て
い

宏
や
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　

長
岡
宮
北
辺
官
行

（北
部
）

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
五

（橋
Ｓ
Ｘ
二
〇
〇

一
〇
）

①
　
「陰
陽
寮
解
品
「×　
　
　
　
　
　
　
　
　
（重
ゞ
∞巽
〕
ｏ８

南
北
濤
Ｓ
Ｄ
二
〇
〇
〇
五

②

　

「
＜
青
郷
中
男
作
物
海
藻
六
斤
」
　

　

　

　

　

騨卜契
∞受
Ｎ
Φ駕

ω
は
短
冊
型
。
一暴
面
に
は
材
に
浸
み
込
ん
だ
墨
痕
が
三
文
字
分
ほ
ど
見
え
、

削
り
直
し
て
再
使
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内
容
は
、
陰
陽
寮
か
ら
中
務
省

ヘ

宛
て
た
文
書
木
簡
で
、
用
件
を
記
す
部
分
は
欠
損
し
て
い
る
。
「解
」
と

「申
」

の
間
に
は
、
別
筆
で
、
合
点
あ
る
い
は

「了
」
の
印
が
付
さ
れ
て
い
る
。

②
の
青
郷
は
若
狭
国
遠
敷
郡
青
郷
。

『
廷
喜
式
』
（主
計
上
）
に
若
狭
国
の
中

男
作
物
の
一
品
日
と
し
て
海
藻
が
載
る
。
ま
た
同
主
計
上
の
規
定
で
は
、
六
斤

は
中
男

一
人
分
の
海
藻
の
重
量
で
あ
る
。

一
一　
左
京
四
条
二
坊
八
町

し
が
ら
み
Ｓ
Ｘ
一
七
一
〇
七

ω

　

「
子
部

国
足
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞箕
岸翼
卜
ｏＰ



1987年出上の本簡

土
鍍
Ｓ
Ｋ
一
七
一
〇
二

②
　
。

□
□
口
Ш

〔万
呂
と

□
月
□
□

。
□【女
己
□国

（μΦ
い
）
×
（〕
Φ
）
×
⇔
　
〇
〇
＝

①
は
人
名
を
記
し
た
付
札
状
木
簡
。
第
二
字
の
傷
み
が
甚
し
く
、
赤
外
線
カ

メ
ラ
に
よ
っ
て
確
認
し
た
。
②
は
木
簡
を
折
敷
底
板
に
転
用
し
た
も
の
と
考
え

ち
れ
る
。
裏
は

「女
」
（あ
る
い
は

「廿
し

の
文
字
を
違
ね
た
横
書
き
の
習
書

ら
し
く
、
塁
痕
が
混
じ
る
。
表
も
人
名
な
ど
の
文
字
の
他
に
、
墨
線
が
入
る
が
、

欠
損
の
た
め
不
詳
。

９
　
関
係
文
献

秋
山
浩
三

・
山
中
章

・
清
水
み
き

「長
岡
官
跡
第
二
〇
〇
次

（７
Ａ
Ｎ
６
Ｊ
地

区
）
―
北
辺
官
衝

（北
部
）、
殿
長
遺
跡
を
発
掘
調
査
概
要
」
（向
日
市
教
育
委
員
会

『向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
―
第
二
十
四
集
―
』
一
九
八
八
年
）

⌒肝文剛脚灘狂きが昨当叫胞　博）

長岡京木簡出土地点図




